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研究報告 

 
「ワンヘルス」の考え方をもとに，種々の動物由来の感染因子の病原性をサル類で解

明し，ヒトで発生しうる病態とその危険性についての基礎情報を収集した。 
 

１）カニクイザル類を用いたCryptosporidium andersoniを含む胃感染型クリプトスポ

リジウムのヒトに対すリスク評価のために，胃感染型クリプトスポリジウムを収集・

蓄積し，サルでの病原性を解明し，ヒトでのリスク評価を継続して実施した。2016
年は，サルでの実験感染，寄生虫学および病理学的解析のまとめを行った。 

 
２）ウマヘルペスウイルス9型（EHV-9）を用いた眼粘膜を介したヘルペスウイルス感

染の病理発生解明のための基礎実験として，サルにおける眼粘膜接種モデルを確立し

た。2016年はハムスターでの実験感染，病理学的解析，サルでの実施検討，まとめ

および成果の公表 
 

３）牛および鶏由来のアミロイドのサル類への伝達の可能性の検討することで，食品を

介するヒトでのアミロイドのリスク評価を行った。2016年は，鶏由来のアミロイド

のサルでの伝達実験，病理学的解析，牛由来アミロイドのサルでの伝達実験を実施し，

病理学的解析, まとめおよび成果の公表。 
 

４）各種の抗酸菌感染症の病理発生および防御に関する研究として，リスザルおよびカ

ニクイザルを用いた接種実験を行い，環境，動物およびヒトでの病原性獲得のメカニ

ズムの解析を行った。2016年はMycobacterium KansasiiおよびMycobacterium   
marinumの収集と培養，感染実験を行い，および病理学的解析のまとめおよび成果

の公表。 
 

 
  


